
場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）
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TUFS Cinema とは・・・・・・

東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的としています。 

日本各地に目撃者はいるけれど、正
体不明の謎のいきもの、ツチノコ。
今回は「ツチノコの村」出身の今井
友樹監督がツチノコを求めて全国各
地を走り回って撮影した映画を上映
します。
現代の民俗であるツチノコを手がかり
に、人と自然、そして都市と農山村の
関係について考えてみませんか。

共催    東京外国語大学 TUFS Cinema
           東京外国語大学国際社会学部大石高典ゼミ
           TUFSフィールドサイエンスコモンズ（TUFiSCo）
協力    株式会社 工房ギャレット
           東京外国語大学多言語多文化共生センター
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上映日時

詳細は
TUFS Cinema ウェブサイトにて
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・映画 『 おらが村のツチノコ騒動記 』  本編上映
・上映後解説／トーク
  今井 友樹 （監督、工房ギャレット）
  パブロ・モレノ （東京外国語大学 
                                                                                     大学院 博士前期課程1年）
  佐々木 聡史      （東京外国語大学 国際社会学部4年）
   司会  大石 高典 （東京外国語大学 
                                      大学院総合国際学研究院 准教授）

入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

14:00上映開始（開場13:40, 終了予定16:30）

謎のいきもの映画上映会

10月 26日
【土】

おらが村の
ツチノコ騒動記

[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     （平日9:00-17:00 12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

※事前登録がなくてもご来場いただ
くことは可能ですが、事前にご登録
いただくとスムーズにご入場いただ
けます。
定員を超える場合は、事前登録を済
ませた方を優先させていただきま
す。



あらすじ
私たちがたどる未来へのヒントは、ツチノコが教えてくれる？！
日本各地のツチノコ伝承を追うドキュメンタリー。ビール瓶を飲み
込んだ蛇のようで、飛んだり、転がったり・・・。
様々な目撃情報があるものの、未だに発見されていない謎の生き
物・ツチノコ。監督の故郷・岐阜県東白川村は、ツチノコの目撃例
が日本一多い。平成元年から開催しているツチノコの捜索イベン
トには、全国から参加者が集う。 故郷を離れて以来、都市で暮ら
す監督は、ツチノコは「いない」と冷めている。なぜこんなにも気
持ちが変化してしまったのか。本当に大切なものはいったい何な
のか。監督は故郷とツチノコに向き合う旅に出た。

2024年／日本／71分／日本語／英語字幕／原題   おらが村のツチノコ
騒動記

上映日
2024年10月26日〈土〉 14:00上映開始（13:40開場、16：30終了予定）

会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441（平日9：00～17：00  12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc241026form/

監　督： 今井 友樹
制　作： 株式会社工房ギャレット

本作について

合理的でわかりやすく効率的なものが求められる現代の日
本社会では、妖怪や化け物のような容易に理解できないも
の、よくわからないものはますます肩身がせまくなっていま
す。
この上映会では、ヘビの仲間だとされるツチノコに焦点をあ
てて、私たちの社会や自然との関わりにおいて、よくわからな
いものが存在することの意味や価値について考えてみたい
と思います。
映画では、自身のふるさとである岐阜県の山村で子ども時代
にツチノコを目撃した当事者である今井友樹監督が、ツチノ
コに遭遇したという全国各地の山村の人々を訪問しながら、
現代に生きる民俗でもあるツチノコという生き物のリアリ
ティに迫っていきます。
ツチノコの物語は、日本の山村の今日的状況と未来像につい
て私たちに内省を促します。多様な文化的背景を持つ来場者
と共に、都市と地方、人間と自然の関係の未来について話し
合う場にできればと願っています。

謎のいきもの映画上映会

今井 友樹 （監督、工房ギャレット）
パブロ・モレノ （東京外国語大学 大学院総合国際学研究科博士前期課程1年）
佐々木 聡史  （東京外国語大学 国際社会学部4年）
司会: 大石 高典  （東京外国語大学 大学院総合国際学研究院 准教授）

上映後解説／トーク

おらが村のツチノコ騒動記

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス

小学校中学年から入場可。しずかにみてね。


